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	応用
	抗原情報
	背景
	シトクロムP450 ファミリー26 サブファミリーA メンバー1 (CYP26A1) Homo sapiens この遺伝子は、シトクロムP450スーパーファミリーの酵素のメンバーをコードしています。シトクロムP450タンパク質はモノオキシゲナーゼであり、薬物代謝やコレステロール、ステロイド、その他の脂質の合成に関わる多くの反応を触媒します。この小胞体タンパク質は、オールトランスレチノイン酸 (RA) を含むレチノイドに対して、4位水酸化と18位水酸化の両方の活性で作用します。この酵素は、胚組織と成体組織の両方で遺伝子発現の調節に関与するレチノイン酸の細胞内レベルを制御します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2008年7月]、補因子：ヘムグループ、機能：レチノイン酸代謝において重要な役割を果たす。全トランス型レチノイン酸（RA）とその立体異性体である9-シス型RAを含むレチノイドに作用します。4-ヒドロキシ化と18-ヒドロキシ化の両方が可能です。4-OH-RA、4-オキソ-RA、18-OH-RAなど、RAの様々なヒドロキシ化型の生成に関与します。,誘導：レチノイン酸による。,類似性：シトクロムP450ファミリーに属する。,組織特異性：成人の肝臓、心臓、下垂体、副腎、胎盤、および脳の各部位に最も多く存在します。,
	研究分野
	レチノール代謝;
	画像データ
	

	シトクロムP450 26A1抗体を用いた、HepG2細胞、HeLa細胞、および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したCYP26A1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：1000に希釈したCYP26A1ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット分析

